駐大阪・神戸アメリカ総領事館
エドワード・ドン総領事 殿

　　　　　　　　　　　　　　　　申し入れ書
ケビン・メア米国務省日本部長（前在沖米国総領事）は、昨年12月、首都ワシントンでおこなった米大学生らに対する講義の際に、「沖縄の人は日本政府に対するごまかしとゆすりの名人だ」、「沖縄の人は怠惰でゴーヤーも栽培できない」と発言するとともに、日本政府に対しても、普天間基地「移設」に関連し「沖縄県知事に対し、もしお金がほしいならサインしろと言う必要がある」と述べた。また、普天間米軍基地についても、「沖縄の人はいつも普天間飛行場は世界で最も危険な基地だと言うが、彼らはそれが本当でないと知っている」「福岡空港や伊丹空港も同じように危険だ」などと述べたことが明らかになっている。沖縄の「怠惰」については、「離婚率と出生率（特に婚外子）が最も高く、アルコール度数の高い酒を飲む文化があり、飲酒運転の比率も高い」と学生に説明していた。
　沖縄県議会は８日付け抗議決議で、この暴言は「基地のない平和で安心・安全な沖縄県をつくることを切に願ってきた沖縄県民の心をまさに踏みにじるものであり、県民を愚弄し、侮辱した発言にほかならず、断じて許せるものではない」と激しい怒りで糾弾されている。
県議会決議は、暴言が基地問題にとどまらず、県民の尊厳が他国の外交官に踏みにじられ、県民感情を著しく傷つけられたものであることを示している。
　暴言は、発言した一個人の問題でなく、日本政府の対米従属、米軍基地依存の姿勢のうえに、民有地を不法に強奪して米軍基地を築いた歴史をゆがめる米国政府の「占領意識」に起因していることに重大な問題がある。

　憲法９条については「もし日本が改憲するなら、日本は（在日）米軍を必要としなくなり、米国にとっては悪い事態になる」と懸念を示している点も見過ごすことはできない。憲法９条の平和主義をふみにじって、米軍基地を未来永劫存続させる意図であり、決して許されるものではない。今回のケビン・メア米国務省日本部長の暴言を撤回、謝罪で終わらせるわけにはいかない。

安保廃棄大阪実行委員会と大阪革新懇は、エドワード・ドン総領事が在日アメリカ大使館、本国政府に働きかけ、公式に沖縄と日本政府に文書をもって謝罪するとともに、ケビン・メア米国務省日本部長の暴言の根拠や意図を徹底解明することを求める。
同時にこのような人物が普天間基地問題を担当していたことは断じて許されない。あらためて普天間基地の無条件返還を要求するものである。

以　上
２０１１年３月１１日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　安保廃棄・諸要求貫徹大阪実行委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　進歩と革新をめざす大阪の会（大阪革新懇）
